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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月17日(2009.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部に備えられたＰＴＴ（Push to Talk）ボタンを押下することにより、ＰｏＣ通信
用の音声データを送信する権利となるフロア権を取得して、指定した通信相手に対して音
声データをＳＩＰ（Session Initiation
Protocol）プロトコルを用いて送信するＰｏＣ（Push-to-Talk over Cellular）機能を有
する携帯電話装置と、前記フロア権を管理し、該フロア権を有する前記携帯電話装置から
ネットワークを介して送信されてくる音声データを、送信先の通信相手に対して前記ネッ
トワークを介して転送するＰｏＣサーバと、を少なくとも含んで構成される携帯電話シス
テムにおいて、前記フロア権を取得した前記携帯電話装置が、ＰｏＣ発言用として入力し
たテキストを、ＰｏＣ発言用の音声データに変換して送信することができる一方、前記携
帯電話装置が、前記フロア権を渡した通信相手からＰｏＣ通話用の音声データを受信した
際に、受信した前記音声データを、ＰｏＣ受話用のテキストデータに変換して表示部に表
示出力することができることを特徴とする携帯電話システム。
【請求項２】
　前記携帯電話装置において、前記ＰＴＴボタンを押下した際に、ＰｏＣ発言用のテキス
トが入力されているか否かに基づいて、ＰｏＣ発言用の音声データを、入力されている前
記テキストを変換して送信するか、あるいは、マイクから入力されてくる音声をそのまま
送信するかを判別する一方、前記通信相手からＰｏＣ通話用の音声データを受信した際に
、当該通信相手に対するＰｏＣ発言用の音声データとしてテキストを入力している状態に
あったか否かに基づいて、受信した前記音声データを、ＰｏＣ受話用のテキストデータに
変換して前記表示部に表示出力するか、あるいは、そのままスピーカから出力するかを判
別することを特徴とする請求項１に記載の携帯電話システム。
【請求項３】
　操作部に備えられたＰＴＴ（Push to Talk）ボタンを押下することにより、ＰｏＣ通信
用の音声データを送信する権利となるフロア権を取得して、指定した通信相手に対して音
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声データをＳＩＰ（Session Initiation
Protocol）プロトコルを用いて送信するＰｏＣ（Push-to-Talk over Cellular）機能を有
する携帯電話装置において、前記フロア権を取得した場合、ＰｏＣ発言用として入力した
テキストを、ＰｏＣ発言用の音声データに変換して送信することができることを特徴とす
る携帯電話装置。
【請求項４】
　前記ＰＴＴボタンを押下した際に、ＰｏＣ発言用のテキストが入力されているか否かに
基づいて、ＰｏＣ発言用の音声データを、入力されている前記テキストを変換して送信す
るか、あるいは、マイクから入力されてくる音声をそのまま送信するかを判別することを
特徴とする請求項３に記載の携帯電話装置。
【請求項５】
　操作部に音声入力抑止ボタンを備え、前記ＰＴＴボタンを押下した際に、前記音声入力
抑止ボタンが押下されているか否かに基づいて、ＰｏＣ発言用の音声データを、入力され
ている前記テキストを変換して送信するか、あるいは、マイクから入力されてくる音声を
そのまま送信するかを判別することを特徴とする請求項３または４に記載の携帯電話装置
。
【請求項６】
　前記音声入力抑止ボタンを、周囲に迷惑をかけないように音声を外部に出力しない状態
に設定するために備えられているマナーモードボタンと共用していることを特徴とする請
求項５に記載の携帯電話装置。
【請求項７】
　操作部に備えられたＰＴＴ（Push to Talk）ボタンを押下することにより、ＰｏＣ通信
用の音声データを送信する権利となるフロア権を取得して、指定した通信相手に対して音
声データをＳＩＰ（Session Initiation
Protocol）プロトコルを用いて送信するＰｏＣ（Push-to-Talk over Cellular）機能を有
する携帯電話装置において、前記フロア権を渡した通信相手からＰｏＣ通話用の音声デー
タを受信した際に、受信した前記音声データを、ＰｏＣ受話用のテキストデータに変換し
て表示部に表示出力することができることを特徴とする携帯電話装置。
【請求項８】
　前記通信相手からＰｏＣ通話用の音声データを受信した際に、当該通信相手に対するＰ
ｏＣ発言用の音声データとしてテキストを入力している状態にあったか否かに基づいて、
受信した前記音声データを、ＰｏＣ受話用のテキストデータに変換して前記表示部に表示
出力するか、あるいは、そのままスピーカから出力するかを判別することを特徴とする請
求項７に記載の携帯電話装置。
【請求項９】
　操作部に音声出力抑止ボタンを備え、前記通信相手からＰｏＣ通話用の音声データを受
信した際に、前記音声出力抑止ボタンが押下されているか否かに基づいて、受信した前記
音声データを、ＰｏＣ受話用のテキストデータに変換して前記表示部に表示出力するか、
あるいは、そのままスピーカから出力するかを判別することを特徴とする請求項７または
８に記載の携帯電話装置。
【請求項１０】
　前記音声出力抑止ボタンを、周囲に迷惑をかけないように音声を外部に出力しない状態
に設定するために備えられているマナーモードボタンと共用していることを特徴とする請
求項９に記載の携帯電話装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
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　（１）操作部に備えられたＰＴＴ（Push to Talk）ボタンを押下することにより、Ｐｏ
Ｃ通信用の音声データを送信する権利となるフロア権を取得して、指定した通信相手に対
して音声データをＳＩＰ（Session Initiation
Protocol）プロトコルを用いて送信するＰｏＣ（Push-to-Talk over Cellular）機能を有
する携帯電話装置と、前記フロア権を管理し、該フロア権を有する前記携帯電話装置から
ネットワークを介して送信されてくる音声データを、送信先の通信相手に対して前記ネッ
トワークを介して転送するＰｏＣサーバと、を少なくとも含んで構成される携帯電話シス
テムにおいて、前記フロア権を取得した前記携帯電話装置が、ＰｏＣ発言用として入力し
たテキストを、ＰｏＣ発言用の音声データに変換して送信することができる一方、前記携
帯電話装置が、前記フロア権を渡した通信相手からＰｏＣ通話用の音声データを受信した
際に、受信した前記音声データを、ＰｏＣ受話用のテキストデータに変換して表示部に表
示出力することができる携帯電話システム。
　（２）前記携帯電話装置において、前記ＰＴＴボタンを押下した際に、ＰｏＣ発言用の
テキストが入力されているか否かに基づいて、ＰｏＣ発言用の音声データを、入力されて
いる前記テキストを変換して送信するか、あるいは、マイクから入力されてくる音声をそ
のまま送信するかを判別する一方、前記通信相手からＰｏＣ通話用の音声データを受信し
た際に、当該通信相手に対するＰｏＣ発言用の音声データとしてテキストを入力している
状態にあったか否かに基づいて、受信した前記音声データを、ＰｏＣ受話用のテキストデ
ータに変換して前記表示部に表示出力するか、あるいは、そのままスピーカから出力する
かを判別することを上記（１）の携帯電話システム。
　（３）操作部に備えられたＰＴＴ（Push to Talk）ボタンを押下することにより、Ｐｏ
Ｃ通信用の音声データを送信する権利となるフロア権を取得して、指定した通信相手に対
して音声データをＳＩＰ（Session Initiation
Protocol）プロトコルを用いて送信するＰｏＣ（Push-to-Talk over Cellular）機能を有
する携帯電話装置において、前記フロア権を取得した場合、ＰｏＣ発言用として入力した
テキストを、ＰｏＣ発言用の音声データに変換して送信することができる携帯電話装置。
　（４）前記ＰＴＴボタンを押下した際に、ＰｏＣ発言用のテキストが入力されているか
否かに基づいて、ＰｏＣ発言用の音声データを、入力されている前記テキストを変換して
送信するか、あるいは、マイクから入力されてくる音声をそのまま送信するかを判別する
上記（３）の携帯電話装置。
　（５）操作部に音声入力抑止ボタンを備え、前記ＰＴＴボタンを押下した際に、前記音
声入力抑止ボタンが押下されているか否かに基づいて、ＰｏＣ発言用の音声データを、入
力されている前記テキストを変換して送信するか、あるいは、マイクから入力されてくる
音声をそのまま送信するかを判別する上記（３）または（４）の携帯電話装置。
　（６）前記音声入力抑止ボタンを、周囲に迷惑をかけないように音声を外部に出力しな
い状態に設定するために備えられているマナーモードボタンと共用している上記（５）の
携帯電話装置。
　（７）操作部に備えられたＰＴＴ（Push to Talk）ボタンを押下することにより、Ｐｏ
Ｃ通信用の音声データを送信する権利となるフロア権を取得して、指定した通信相手に対
して音声データをＳＩＰ（Session Initiation
Protocol）プロトコルを用いて送信するＰｏＣ（Push-to-Talk over Cellular）機能を有
する携帯電話装置において、前記フロア権を渡した通信相手からＰｏＣ通話用の音声デー
タを受信した際に、受信した前記音声データを、ＰｏＣ受話用のテキストデータに変換し
て表示部に表示出力することができる携帯電話装置。
　（８）前記通信相手からＰｏＣ通話用の音声データを受信した際に、当該通信相手に対
するＰｏＣ発言用の音声データとしてテキストを入力している状態にあったか否かに基づ
いて、受信した前記音声データを、ＰｏＣ受話用のテキストデータに変換して前記表示部
に表示出力するか、あるいは、そのままスピーカから出力するかを判別する上記（７）の
携帯電話装置。
　（９）操作部に音声出力抑止ボタンを備え、前記通信相手からＰｏＣ通話用の音声デー
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タを受信した際に、前記音声出力抑止ボタンが押下されているか否かに基づいて、受信し
た前記音声データを、ＰｏＣ受話用のテキストデータに変換して前記表示部に表示出力す
るか、あるいは、そのままスピーカから出力するかを判別する上記（７）または（８）の
携帯電話装置。
　（１０）前記音声出力抑止ボタンを、周囲に迷惑をかけないように音声を外部に出力し
ない状態に設定するために備えられているマナーモードボタンと共用している上記（９）
の携帯電話装置。
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